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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
方
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
か
ら
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
運

営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日

本
中
が
歓
喜
に
沸
い
た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
五
輪
で
は
、
日
本
選
手
団
が
史
上

最
多
と
な
る
41
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、

２
０
２
０
年
開
催
の
東
京
五
輪
へ
ま
す
ま

す
期
待
が
高
ま
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
は
、
列
島
各
地
で
大
規
模
な
地

震
が
発
生
し
、
多
く
の
家
屋
倒
壊
や
人
的

被
害
も
発
生
し
ま
し
た
。
震
災
後
は
全
国

各
地
か
ら
多
く
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
駆
け
つ
け
て
い
る
様
子
が
頻
繁
に
メ

デ
ィ
ア
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
人
と
人
と

の
「
絆
」
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
社
会
福

祉
協
議
会
は
、『
み
ん
な
で
つ
く
る 

い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
愛
の
ま
ち
た
か
は
し
～

さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ
い
の
ま
ち
づ
く

り
～
』を
活
動
の
基
本
理
念
と
し
、
地
域
福

祉
事
業
・
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
・
介

護
保
険
事
業
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

介
護
・
福
祉
関
連
の
法
改
正
の
影
響
も
あ

り
、
今
後
ま
す
ま
す
各
地
域
で
の
支
え
あ

い
・
助
け
あ
い
活
動
の
充
実
が
重
要
と
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
各
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
福
祉
活
動
が
展
開

さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
社
会
福
祉
法
改
正
に
伴
い
、

社
会
福
祉
法
人
の
組
織
改
革
、
ま
た
、
地

域
に
お
け
る
社
会
貢
献
事
業
へ
の
取
り
組

み
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
な
ど
、
市
内
の
社

会
福
祉
法
人
が
相
互
に
情
報
を
共
有
し
、

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
新
た
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

心
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
皆
さ
ま
の
声
を
お
聞
き
し
、
ま
た
各

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
各
種

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
方
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

社会福祉法人
高梁市社会福祉協議会
会長　内 田  親 秀
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手
塚　

幸
恵
さ
ん 

（
市
社
協
理
事
）

　

こ
の
度
の
受
賞
、
誠

に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

こ
の
受
賞
は
地
域
の
皆

さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援

が
あ
っ
て
こ
そ
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
大
変

有
難
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

受
賞
を
励
み
に
、
 ”健
康
づ
く
り

“  
に
心

が
け
、
 ”安
心
し
て
過
ご
せ
る
心
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り

“  
を
目
指
し
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

平
木　

生
山
さ
ん 

（
市
社
協
監
事
）

　

全
国
社
会
福
祉
大
会

に
出
席
し
、
会
長
表
彰

の
受
賞
の
栄
に
浴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ひ
と
え
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご

支
援
の
た
ま
も
の
と
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

地
域
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
福
祉
の
活
動

に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
し
く
始
ま
る
総
合
事
業
な
ど
の
福
祉
課

題
が
山
積
し
て
お
り
、
一
層
の
努
力
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

片
山　

佳
美
さ
ん 

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
有
漢
荘
）

　

多
く
の
方
に
助
け
て

い
た
だ
き
、
今
日
ま
で

勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
変
あ
り
が
た

い
こ
と
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
の
賞

を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
気
持
ち
を
引
き

締
め
、
少
し
で
も
役
に
立
て
る
よ
う
に
今

後
も
勤
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
田　

明
美
さ
ん 

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
有
漢
荘
）

　

長
年
福
祉
の
仕
事

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
度
は
、
身
に

余
る
賞
を
い
た
だ
き
、

驚
き
と
共
に
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
こ
れ

も
日
頃
よ
り
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
同
僚

の
お
か
げ
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
私
に

で
き
う
る
こ
と
で
社
会
貢
献
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

沖
田　

善
美
さ
ん 

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
有
漢
荘
）

　

こ
の
度
は
、
思
い
が

け
な
い
受
賞
に
た
だ
た

だ
驚
い
て
お
り
ま
す
。

長
い
間
、
社
会
福
祉
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
ま
わ

り
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
い
た
だ
い

た
お
か
げ
だ
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
少
し
で
も
ご
恩
返
し
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　市内外の方々へご協力をお願いしております、平成 28 年度の賛助
会員会費について、多くの皆さまからのご理解ご協力を賜り、ありが
とうございます。
　この会費は、「ふれあいサロン事業」や「敬老事業」などの地域福祉活
動を推進していく上で、欠かせない貴重な財源となっております。
　引き続き、賛助会員を募っておりますので、会員制度の趣旨をご理
解いただき、ご協力をお願いいたします。

平成 28 年度 賛助会員会費について
会員区分 件数（人） 金額（円）

普 通 会 員 6,547 6,881,000
法 人 会 員 269 878,000
ふるさと会員 74 261,000
特 別 会 員 11 55,000
合 計 6,901 8,075,000

平成２８年度 賛助会費　協力の状況
（平成 28 年 11 月 30 日現在）

平成28年度 賛助会員会費にご協力いただいた法人およびふるさと会員
10月16日から12月15日までの受付分を掲載しております。ご協力ありがとうございました。（順不同、敬称略）

有限会社 藤井商事
有限会社 リバテック
（備中地区）……………………………
朝日堂
●ふるさと会員
（高梁地区）……………………………
東 京 都　小野志満子
岡 山 市　渡辺　眞子 

●法人会員
（高梁地区）……………………………
株式会社 円仏産業
（有漢地区）……………………………
倉野林業
（成羽地区）……………………………
アサオ写真館
成羽食糧
平しん鮮魚店

（備中地区）……………………………
香 川 県　荻野　哲朗

全
国
社
会
福
祉
大
会

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　
11
月
11
日
、
東
京
の
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
永
年
に
わ
た
り
社
会
福

祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
ま
た
は

団
体
に
対
し
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
高
梁
市
か
ら
は
5
名
が
受
賞
さ
れ
て
い

ま
す
。

お詫び
11月15日発行（第70号）において誤りが
ありました。お詫びして訂正いたします。
　♦８ページ（法人会員）
　　誤）日経形材 株式会社
　　正）日軽形材 株式会社
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平成28年度 赤い羽根共同募金法人募金にご協力いただいた法人
11 月 1 日から 12 月 31 日までの受付分を掲載しております。ご協力ありがとうございました。（順不同、敬称略）

（有）須山商店
（株）総合技術サービス
（株）タイガーマシン製作所
（有）高梁マイカーセンター
高梁運輸（株）
高梁魚市場

（株）高梁国際ホテル
高梁食品（株）

（有）高梁産業資材
滝口建設工業（株）

（有）谷村鉄工
（有）竹浪商店
トークロ
天亀堂

（株）天法堂
中村畳工業（有）
中村美容院
ナカヤマ建設（株）

（有）成羽砂利
那須家具店

（有）難波新聞舗
縄手商事（株）

（医）仲田医院
日軽形材（株）岡山工場
西森電気

（株）パインツリーゴルフクラブ
（有）花のれん
東建設
秘苑
樋口歯科医院

（資）樋口商店

（高梁地区）… …………………
あおやぎ菓子舗

（株）赤木組
（有）秋岡商店
イーグル工業（株）岡山事業場

（有）イシイ
イースタジオ（ニュー甲子園）
入江組

（有）魚富
（有）エル・ビー
大杉病院

（株）大月本店
尾崎工業所（有）
小野歯科医院
オプタ（株）田中紙店

（有）川上商店
かわかみフレッシュストアー

（株）川崎工業所
木口建設（株）

（有）小阪商会
神原荘
小松整体院
五万石

（有）小見山事務商事
（株）小見山モータース
（株）吉備ケーブルテレビ
（有）佐々木組
島自動車（有）

（株）ＳＩＧＮＡＬ ＢＬＵＥ
住まいるネット高梁落合橋店
スリーコウ（株）

備中開発（株）
（株）備北産業
備北タクシー（株）
備北信用金庫 落合支店

（株）備北オートセンター
（有）ビューティサロンコジマ
（有）ふじおか建具
藤本歯科医院
ヘアーサロン・エムズ
Hair Ｍake Ｓtudio Ｙou
堀部美容室
堀金属表面処理工業（株）岡山工場
マスカット薬局
松本物産（有）

（有）三宅工務店
宮田楽器
森沢酒造（有）

（有）森下設備
（医）梁風会 こころの医療たいようの丘ホスピタル
モランボン

（有）森田商店
（有）森十自動車工作所
吉井商店
Yショップ石黒
レモン
渡辺医院

（有）ワタナベトーヨー住器
（有漢地区）… …………………
（株）魚省本店
有漢診療所

（有）ウカンファーマーズファクトリー

有漢郵便局
岡山イーグル（株）
特別養護老人ホーム有漢荘
倉野林業

（有）島田建設
（有）千崎建設
（有）戸田商会
（有）原木材工業所
びほく農業協同組合有漢主幹支店

（有）平山電建
芳烈酒造（株）
丸五シーエス工業（株）

（株）夢ファーム有漢
（成羽地区）… …………………
丹下建設（株）
（川上地区）… …………………
川上工業（株）
（備中地区）… …………………
アグリテクノ（株）備中工場

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力いただきありがとうございました

　本年度も、“赤い羽根共同募金”並びに“歳末たすけあい募金”として、皆さまの温かいお心をお
寄せいただきありがとうございました。
　今号では、平成 28 年 12 月 20 日現在の途中経過をご報告させていただきます。なお、平成
28 年度の最終実績については、次号でご報告させていただきます。

募金区分 募金額（円）
戸 別 募 金 3,548,264
街 頭 募 金 77,238
法 人 募 金 705,100
学 校 募 金 8,082
職 域 募 金 628,300
イベント募金 155,044
個 人 募 金 9,100
その他の募金 17,075
合 　 計 5,148,203

募金区分 募金額（円）
戸 別 募 金 1,868,661
個 人 募 金 11,770
その他の募金 57,340
合 　 計 1,937,771

赤い羽根共同募金 歳末たすけあい募金

お詫び
11月15日発行（第70号）にお
いて誤りがありました。お詫
びして訂正いたします。
♦ ３ページ（赤い羽根共同募

金法人募金にご協力いただ
いた法人）

　誤）山陽興業(株)
　正）山陽興産(株)
　誤）備中高梁運輸事業協同組合
　正）備中高梁運送事業協同組合
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　高梁市社会福祉協議会では、共同募金の財源を幅広く有効に活用し、誰もが安心して暮らせる
福祉のまちづくりを推進するため、助成を希望する団体を募集します。

☆助成対象団体
　地域福祉・社会福祉の向上を目的に結成され、次の要件をすべて満たす団体
 （1）高梁市内を活動範囲として福祉活動、ボランティア活動を行う団体
 （2）原則 1 年以上の継続した活動が見込めること。
 （3）団体の運営が市民を主体とした組織で、自主性および自立性を有すること。
 （4） 団体の規約、活動内容および会計に関する決定機関を有する団体で、事業計画が明示され、予

算、決算等の会計状況が明らかであること。
 （5）法人格を有していないこと。
 （6）政治または宗教、営利活動を目的としない団体

☆助成対象活動
　地域性を活かした日常生活の支援、福祉学習、世代間交流、児童青少年・ボランティア育成等の
地域住民自らが取り組む活動で、介護保険制度の事業対象とならないもの。
　 
☆助成金額・・・１団体あたり 20 万円以内

☆助成金対象外経費・・・報酬、人件費、飲食費、備品、機材に関する費用等

☆申請期間・・・平成 29 年２月１日㈬～平成 29 年３月 31 日㈮

※申請書は社協事務所へ備え付けておりますが、市社協ホームページからもダウンロードできます。
　詳細については、下記まで気軽にお問い合わせください。

一般募金助成事業団体助成「公募」のお知らせ

平成
29年度

問い合わせ先
　地域福祉課　☎ @2 ７２４３
　有 漢 支 所　☎ %7 ３２１８
　成 羽 支 所　☎ $2 ２００５
　川 上 支 所　☎ $8 ９７７０
　備 中 支 所　☎ $5 ３１３１

こんな活動に助成しています！！たとえば

子ども達の健全育成を図る活動に！
（子育てサポーター ゆーほー（川上町））

高齢者の見守り活動に！
（有漢町ボランティアあじさいの会）
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心
と
し
た
『
花
み
ず

き
会
』
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

会
で
は
、
健
康
づ

く
り
体
操
、
手
芸
や

料
理
、
お
花
の
教
室

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
高
梁
地
域
高
齢

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
運
営
の
お
手

伝
い
や
、
高
梁
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
が
行
う『
カ
フ
ェ
た
ま
り
場
』

で
皆
さ
ん
に
お
い
し
い
コ
ー

ヒ
ー
を
ふ
る
ま
う
な
ど
、
会
員
皆

と
楽
し
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
６
月
に
は
会
の
視

vol.5私の町のふくし人
ふくしとは、ふふつう（普段）の く暮らしが し幸せであること。と言われています。

このコーナーでは、そんな福祉のまちづくりのために地域で頑張っておられる方を紹介していきます。

亀山 信子さん

　

今
回
で
5
人
目
と
な
る
ふ

く
し
人
は
、
高
梁
地
域
で
さ

ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
さ
れ
て
い
る
亀
山
信
子

さ
ん
で
す
！

　
「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気

で
い
た
い
」
と
い
う
願
い
を
か

な
え
る
た
め
に
、
平
成
16
年

に
体
力
づ
く
り
を
活
動
の
中

察
研
修
と
し
て
、
倉
敷
市
中
庄
に

あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
ウ
ス『
ど

ま
ん
な
か
』を
見
学
し
ま
し
た
。

＂誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
場
＂づ
く

り
を
目
指
し
て
、
食
事
の
提
供
や

講
座
の
開
催
等
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
主
体
と
な
り
運
営
さ
れ
て
い
る

様
子
に
と
て
も
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。

　

こ
の
他
に
も
、
給
食
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
い
ま
す
。「
お
弁
当
持
っ
て
き

ま
し
た
。
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん

か
？
」の
声
か
け
に
、「
あ
り
が
と

う
！
」

と
い
う

利
用
者

の
皆
さ

ん
の
声
。

こ
ち
ら

が
元
気

を
も
ら

い
な
が

ら
、
給

食
を
お

届
け
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
安
全
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
若

い
世
代
に
も
活
動
を
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
私
は
『
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
』
に
も
所
属
し
、
月
2
回

の
手
話
学
習
の
ほ
か
、
幼
稚
園
や

小
中
学
校
、
高
校
へ
出
向
い
て
の

日
常
会
話
や
手
話
歌
の
指
導
等
、

手
話
の
必
要
性
を
広
め
る
活
動
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
今
日
が
一
番
若
い
！
で
き
る

こ
と
を
で
き
る
時
に
し
て
お
こ

う
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
日
々
楽

し
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の

た
め
に
、
地
域
の
た
め
に
、
皆
さ

ん
も
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て

み
ま
せ
ん
か
！
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　毎年恒例の清掃ボランティアに、備中中学校の生徒３７人の来所がありまし
た。
　入居者や施設利用者の方々に新年を気持ちよく迎えていただこうと、毎年
１２月に実施されているもので、この日は、施設内の窓ふきや網戸清掃、車両
の洗車やワックス掛け等が行われました。
　一生懸命ボランティア活動に取り組む生徒の姿に、利用者の皆さんからは

「来てくれてうれしいし、とてもありがたい」。また、生徒からも「綺麗にしよう
と頑張って、自分たちも清 し々い気持ちになりました。」との声がきかれました。
　なお、備中中学校は今年度末で閉校となる為、今回が最後の活動となりま
した。

　松原地区では、初の避難訓練の実施に向けて、民生委員児童
委員と福祉委員が連携し、一昨年は「支え合いマップづくり①」を、
昨年は「我が家の安全ポイント②」の確認を行ってきました。
　この避難訓練は、自宅近くの集会所である一時避難所へ避難
することと、福祉委員が町内の要援護者の安否確認を行うこと
を主に行っています。
　訓練には松原町２５８世帯のうち１９２世帯 （７４．４％）の方
が参加。避難後に松原町コミュニティハウスで、消防署員によ
る防災講話や炊き出し訓練、消火器の取り扱いなどを行い、防
災意識の高揚を図ることができました。

①支え合いマップ
一人暮らし高齢者や高齢者世帯の情報を住宅地図に記入したものです。
民生委員児童委員および福祉委員が見守り声かけを行う際に使用します。

②我が家の安全ポイント
土砂災害や地震などが発生した際に、自宅やその周辺で一番安全な場所
を確認し、支え合いマップに記入しています。

　高梁市仏教会（会長・上寺覚叡建長寺住職）では、
毎年托鉢で歳末たすけあい募金にご協力をいただい
ています。今年も僧侶の方々が市内商店街などを巡
り托鉢を実施されました。自宅前で待っている方も大
勢おられ、多くの浄財が寄せられました。
　この浄財は、高梁市共同募金委員会に寄贈され、
在宅要介護者への慰問金贈呈など、歳末たすけあい
支援事業に活用されます。ご協力ありがとうございま
した。

12
2 高梁市仏教会 -托鉢で歳末たすけあい募金に協力

地域福祉活 動報 告

12
19

11
13松原地区社協‐災害時避難訓練を初開催

備中中学校 -備中デイサービスセンターで清掃ボランティア
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「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
」
と
い
い
ま
す
。
地
域
で
の
生
活
が
基
本
と
な
る
た

め
、
利
用
者
は
そ
の
地
域
の
住
民
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

事
業
所
も
小
規
模
と
な
り
、
利
用
者
と
事
業
者
の
距
離

感
が
よ
り
縮
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
大
切
な
こ
と
は
「
住
み
慣
れ

た
地
域
で
の
支
援
」
と
「
地
域
と
の
相
互
の
支
え
あ

い
」で
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
２
ヵ
所
で
事
業

運
営
を
行
っ
て
お
り
、特
に
、地
域
住
民
と
の
連
携
、

ま
た
地
域
行
事
へ
の
参
加
や
協
力
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
で
は
、
地
域
の

方
々
の
草
刈
り
奉
仕
や
農
産
物
の
差
入
れ
等
で
協
力

い
た
だ
い
た
お
礼
と
し
て
、
中
観
光
ま
つ
り
に
「
さ

さ
ゆ
り
カ
フ
ェ
」
を
出
店
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
だ

ま
の
集
い
作
業
所
へ
、
介
護
教
室
講
師
を
毎
月
派
遣

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
今
年
度
か
ら
地
域
密

着
型
と
な
っ
た
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
域
の
方
を
対
象
と
し
た
介
護
者
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

事
業
所
で
定
期
的

に
開
催
さ
れ
る
運
営

推
進
会
議
に
は
、
地

域
住
民
や
施
設
利

用
者
、
利
用
者
家

族
を
メ
ン
バ
ー
に

加
え
、
サ
ー
ビ
ス

の
評
価
や
助
言
・

提
案
を
直
接
聞
い

て
、
地
域
と
さ
ら

に
密
着
し
、
サ
ー

ビ
ス
の
改
善
・
向

上
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

現
在
、
要
介
護
者
が
受
け
ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
、
大
き
く
分
け
て
３
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
訪
問

看
護
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
」。

２
つ
目
は
介
護
福
祉
施
設

や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
「
施
設
サ
ー
ビ

ス
」。
そ
し
て
３
つ
目
が
、

平
成
18
年
度
に
創
設
さ

れ
た
「
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
」
で
す
。
介
護
が
必

要
な
状
態
に
な
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
、

市
指
定
の
介
護
保
険
事

業
者
が
地
域
住
民
に
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
も
た
く
さ
ん
の

種
類
が
あ
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
は「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」っ
て

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

今
号
は
、
高
梁
市
社
協
が
行
う

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

介
護
保
険
課
通
信
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平成29年度 ボランティア活動保険保険料等の改正について❷

　高梁市と市社協の共催により、市民の皆さんのボランティアに対する知識と関心を高めるとともに、潜在的な
ボランティアの発掘と更なるボランティア活動の活性化を図ることを目的として、研修会を開催します。

特定非営利法人
つどい場さくらちゃん理事長

丸尾多重子さん

　「ボランティア活動を始めたい」「ボランティアを頼みたい」という方を募集してい
ます。それぞれの要望をボランティアセンターがマッチングします。

　　対象
　　♦ボランティア活動を行いたい個人や団体
　　♦ボランティアに来てほしい福祉施設等
　　　※営利を目的とした活動は登録できません。

ご加入プラン
平成 28 年度 平成 29 年度

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

保険金額

死亡保険金 1,200万円 1,800万円 1,320万円 1,800万円

後遺障害保険金 1,200万円
　 （限度額）

1,800万円
　 （限度額）

1,320万円
　 （限度額）

1,800万円
　 （限度額）

入院保険金日額 6,500円 10,000円 6,500円 10,000円
手術
保険金

入院手術 65,000円 100,000円 65,000円 100,000円
外来手術 32,500円 50,000円 32,500円 50,000円

通院保険金日額 4,000円 6,000円 4,000円 6,000円
賠償責任保険金

（対人・対物共通） 5億円 5億円 5億円 5億円

保険料 基本タイプ 300円 450円 350円 510円
天災タイプ 430円 650円 500円 710円

みんなでつくる  つながり  と  ささえあい  の  地
ま

域
ち

づくり

日　時　 平成 29 年２月 16 日（木）　　13：00 ～ 16：00
　　　　　　　　　　　　　　　  （受付・開場　12：30 ～）
会　場　 高梁市文化交流館　中ホール　
内　容　 実践発表
　　　　 高梁市宇治地区・美咲町の取り組みについて
　　　　 記念講演
　　　　 「パワフルおばちゃんのつどいの場づくり奮闘記
　　　　～いろんな人とつながると人生楽しくなる～」

【問い合わせ先】
地域福祉課  ☎ @2７２４３

の部分が改訂
・Ａプラン、Ｂプランの基本タイプ、天災タイプともに保険料を改訂します。
・Ａプランの死亡保険金および後遺障害保険金（限度額）を改訂します。改訂点

記念講演 講師

 Ｎｅｗｓ お ら せ知NEWS  ▶ボランテイアセンターから

平成28年度 ボランティア研修会の開催について❶

ボランティアの登録について❸

入場は無料です。

お誘いあわせのうえ、

是非ご参加ください！

今年のテーマ　
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高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
今
ま
で
培
っ

て
こ
ら
れ
た
豊
か
な
知
識
、
経
験
、
技

術
を
発
揮
す
る
場
の
提
供
を
し
て
い
ま

す
。
随
時
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
会
員
の
条
件

　

①
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
健
康
で

働
く
意
欲
が
あ
る
方

　

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨

に
賛
同
し
、
入
会
説
明
を
受
け「
入

会
申
込
書
・
就
業
承
諾
書
」
を
提

出
さ
れ
た
方
。

　

③
市
社
協
会
長
か

ら
入
会
を
承
認

さ
れ
た
方

　

川
上
中
学
校
生
徒
会
よ
り
、
赤
い
羽
根

共
同
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
募

金
は
、
文
化
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
登
下

校
時
、
生
徒
会
の
皆
さ
ん
の
呼
び
か
け
で

集
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材

 

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
中

赤
い
羽
根
共
同
募
金

 

運
動
に
つ
い
て

 Ｎｅｗｓ お ら せ知NEWS

　市社協では経済的問題、健康問題、家庭問題等さまざまな問題を抱えている方々の相談に応じ、必
要な支援等を行うための相談支援窓口「高梁市生活あんしんサポートセンター」を開設しております。
　　☆相談日等は次のとおりです 
　　　場　　所：高梁総合福祉センター
　　　　　　　　☎ @29111（直通）  FAX @20845
　　　相談日時：月曜日から金曜日
　　　　　　　　午前９時から午後５時まで
　　　休 業 日：土・日・祝日、年末年始

高梁市生活あんしんサポートセンター

　市社協では、住民の皆さんが安心して暮らせるよう、各町内会で見守りや
声かけ活動を行う福祉委員の選出をお願いしています。
　平成 29 年度についても、各町内会より福祉委員をご選出いただき、福祉委
員選出届を提出していただきますよう、お願
いいたします。
　なお、福祉委員を交代される場合は、お渡
ししている福祉委員証を返却いただきますよ
う、お願いいたします。

☆福祉委員選出届の提出および
　福祉委員証の返却先
　・地域福祉課および各支所
　・各地域市民センター

福祉委員の選出について

　
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
の

　
　
問
い
合
わ
せ
先
は
こ
ち
ら

地
域
福
祉
課　

☎
@2 

７
２
４
３

有
漢
支
所　

☎
%7 

３
２
１
８

成
羽
支
所　

☎
$2 

２
０
０
５

川
上
支
所　

☎
$8 

９
７
７
０

備
中
支
所　

☎
$5 

３
１
３
１

高梁社会福祉協議会
福祉委員連絡協議会

会 長　後内　久雄 さん

★
福
祉
総
合
相
談

　

毎
週
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
５
時
15
分
ま
で

※
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
完
全
に
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

ふ
れ
あ
い
相
談
に
つ
い
て
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社会福祉協議会へのご寄附ありがとうございました。

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》…

《
高
梁
地
区
》…

金
一
封	

横
　
町	

長
船
　
祥
司

	

（
故
・
良
夫
様
）

金
一
封	

川
端
町	

戸
田
　
　
章

	

（
故
・
美
登
利
様
）

金
一
封	

本
　
町	

髙
田
　
　
薫

	

（
故
・
政
男
様
）

金
一
封	

松
原
通	

小
野
　
博
子

	

（
故
・
平
四
郎
様
）

金
一
封	
松
原
町	

東
　
　
玉
子

	
（
故
・
満
次
様
）

金
一
封	

松
　
山	
佐
野
　
　
章

	
（
故
・
健
様
）

金
一
封	

倉
敷
市	

石
川
　
敬
二

	

（
故
・
一
子
様
）

金
一
封	

落
合
町	

秋
岡
　
一
成

	

（
故
・
良
彦
様
）

金
一
封	

津
川
町	

矢
田
部
　
勉

	

（
故
・
榮
子
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

山
下
　
俊
夫

	

（
故
・
浪
子
様
）

金
一
封	

	

匿
　
　
　
名

	

（
香
典
返
し
と
し
て
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

島
田
　
康
男

	

（
故
・
千
恵
子
様
）

金
一
封	

	

匿
　
　
　
名

	

（
香
典
返
し
と
し
て
）

《
津
川
地
区
》…

金
一
封	

津
川
町	

矢
田
部
　
勉

	

（
故
・
榮
子
様
）

《
川
面
地
区
》…

金
一
封	

川
面
町	

穴
田
　
晋
一

	

（
故
・
政
春
様
）

金
一
封	

川
面
町	

東
田
　
　
登

	

（
故
・
須
美
子
様
）

金
一
封	

川
面
町	

小
林
　
弘
明

	

（
故
・
鶴
夫
様
）

金
一
封	

川
面
町	

山
川
　
五
郎

	

（
故
・
佐
千
枝
様
）

《
巨
瀬
地
区
》…

金
一
封	

巨
瀬
町	

山
下
　
俊
夫

	

（
故
・
浪
子
様
）

金
一
封	
巨
瀬
町	

島
田
　
康
男

	
（
故
・
千
恵
子
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	
岡
﨑
　
勝
美

	

（
故
・
八
枝
子
様
）

《
中
井
地
区
》…

金
一
封	

中
井
町	

岩
本
　
　
始

	

（
故
・
美
津
惠
様
）

金
一
封	

中
井
町	

寺
坂
　
一
郎

	

（
故
・
俊
一
様
）

金
一
封	

中
井
町	

片
岡
　
義
隆

	

（
故
・
小
林
五
子
様
）

金
一
封	

中
井
町	

一
本
　
　
豊

	

（
故
・
覚
一
様
）

《
宇
治
地
区
》…

金
一
封	

宇
治
町	

林
　
　
崇
史

	

（
故
・
安
雄
様
）

《
松
原
地
区
》…

金
一
封	

松
原
町	

森
　
　
恒
美

	

（
故
・
時
枝
様
）

金
一
封	

松
原
町	

東
　
　
玉
子

	

（
故
・
満
次
様
）

金
一
封	

松
原
町	

東
　
　
和
男

	

（
故
・
美
智
子
様
）

《
高
倉
地
区
》…

金
一
封	

高
倉
町	

笹
田
　
正
彰

	

（
故
・
富
代
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

小
林
　
東
夫

	

（
故
・
今
代
様
）

《
落
合
地
区
》…

金
一
封	

落
合
町	

竹
浪
真
一
郎

	

（
故
・
四
郎
様
）

金
一
封	

落
合
町	

秋
岡
　
一
成

	

（
故
・
良
彦
様
）

《
有
漢
支
会
》…

金
一
封	

有
　
漢	

吉
田
　
武
則

	

（
故
・
喜
久
江
様
）

金
一
封	

有
　
漢	

大
月
　
孝
之

	

（
故
・
小
原
嘉
太
郎
様
）

金
一
封	

有
　
漢	

吉
田
　
公
五

	

（
故
・
玲
子
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

加
藤
　
淑
子

	

（
故
・
孝
之
様
）

金
一
封	

有
　
漢	

立
藤
　
　
勇

	

（
故
・
幸
一
様
）

《
成
羽
支
会
》…

金
一
封	

成
　
羽	

北
本
　
順
二

	

（
故
・
三
郎
様
）

金
一
封	

小
　
泉	

山
下
　
照
枝

	

（
故
・
博
賢
様
）

金
一
封	

小
　
泉	

川
上
　
富
男

	

（
故
・
要
一
様
）

金
一
封	

成
　
羽	

日
名
　
允
子

	

（
故
・
廉
太
郎
）

金
一
封	

布
　
寄	

中
家
　
泰
雄

	

（
故
・
時
子
様
）

金
一
封	

上
日
名	

藤
井
　
忠
男

	

（
故
・
サ
ダ
子
様
）

　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 28 年 11 月と 12 月にいただいたご寄附についてお知らせします。
心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。

　なお、金額等については寄附者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

平成28年

11月〜12月
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この広報誌は再生紙を使用しています。

この広報紙は、寄附金の一部を活用して発行しています

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
も

あ
っ
と
い
う
間
に
半
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
年
末

年
始
の
お
疲
れ
が
出
て
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
今
年
の
目
標
は
立
て
ら
れ

ま
し
た
か
。「
今
年
こ
そ
は
！
」「
来
年
こ
そ
は
！
」

が
口
癖
の
私
で
す
が
、
早
め
に
新
年
の
目
標
を
立
て
、

仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充
実
し
た
一
年
に
し
た
い

も
の
で
す
。

　

さ
て
、
今
号
の
地
域
福
祉
活
動
報
告
で
は
、
備
中

中
学
校
の
皆
さ
ん
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ

い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
、
毎
年
年
末
に
、
施
設
の
窓
拭
き
や
公
用

車
の
洗
車
な
ど
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
こ

の
時
期
に
冷
た
い
水
を
使
っ
た
掃
除
は
本
当
に
辛
い

で
す
が
、
真
剣
に
取
り
組
む
生
徒
達
の
姿
に
は
頭
が

下
が
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
奉
仕
の
心
を
養
い
、
無
理
の
な
い

範
囲
で
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
広
報
紙
を
通
じ
て
、
地
域
で
頑
張
る
姿

や
、
旬
な
福
祉
情
報
を
お
届
け
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
手
に
取
り
、
読
ん
で
い
た
だ
け

る
広
報
紙
を
目
指
し
て
、
広
報
委
員
全
員
で
知
恵
を

出
し
合
い
作
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
Ｓ
）

編

集

後

記

金
一
封	

上
日
名	

杉
本
　
敦
則

	

（
故
・
恵
様
）

《
川
上
支
会
》…

金
一
封	
仁
　
賀	

大
塚
　
保
志

	

（
故
・
志
津
枝
様
）

金
一
封	

領
　
家	
難
波
　
輝
子

	

（
故
・
浩
様
）

金
一
封	

三
　
沢	

三
村
　
厚
史

	

（
故
・
静
子
様
）

《
備
中
支
会
》…

金
一
封	

平
　
川	

中
田
　
伸
二

	

（
故
・
文
子
様
）

金
一
封	

東
油
野	

垰
　
　
浩
吉

	

（
故
・
武
夫
様
）

金
一
封	

西
油
野	

細
川
千
津
香

	

（
故
・
文
子
様
）

金
一
封	

布
　
賀	

小
西
　
雅
己

	

（
故
・
百
一
様
）

金
一
封	

東
油
野	

田
之
原
徳
雄

	

（
故
・
久
美
様
）

金
一
封	

西
　
山	

植
木
八
千
代

	

（
故
・
健
治
様
）

金
一
封	

平
　
川	

物
部
　
節
子

	

（
故
・
隆
三
様
）

金
一
封	

布
　
瀬	

松
田
　
正
夫

	

（
故
・
富
市
様
）

金
一
封	

布
　
賀	

内
藤
　
　
寛

	

（
故
・
俊
子
様
）

【
一
般
寄
附
】	

《
高
梁
支
会
》…

《
高
梁
地
区
》…

金
一
封	

	

匿
　
　
　
名

	（
社
会
奉
仕
と
し
て	

	

第
390
回
、
第
391
回
目
）

金
一
封	

松
原
町	

藤
井
　
惠
子

	
（
演
奏
活
動
の
御
礼
と
し
て
）

《
巨
瀬
地
区
》…

金
一
封	

巨
瀬
町	
藤
森
　
道
之

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》…

金
一
封	

有
　
漢	

島
田
　
寿
美

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
》…

金
一
封	

下
　
原	

宗
岡
　
　
猛
・
志
計
子

	

（
卒
寿
記
念
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》…

金
一
封	

下
大
竹	

黒
川
　
ア
キ

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

領
　
家	

森
川
　
弘
之

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

仁
　
賀	

杉
本
　
良
枝

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

七
　
地	

亀
川
　
　
巍

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

下
大
竹	

三
宅
　
美
雄

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》…

金
一
封	

長
　
屋	

渡
辺
　
武
士

	

（
一
般
寄
附
と
し
て
）

金
一
封	

平
　
川	

物
部
　
節
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

東
油
野	

杉
田
彦
太
郎

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

布
　
賀	

前
原
　
絹
江

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

平
　
川	

江
草
　
　
優

	
（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）
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